
文字式の除法－１ 
 
 
『文字式』の決まり③ 
 
       「文字の混じった除法では、÷の記号は使わずに分数の形にする」 
       「このとき、わる数字，わる文字が分母になる（下にくる）」 
       「分子どうし，分母どうしは、それぞれかけ算をする」 
       「マイナスの符号は、かならず分数の前に置く」 
 
 
☆  ３÷χ                    ☆  a÷ｙ÷χ×ｂ 

  
 
 
 
 
 
 
☆  ３÷a÷（－２）×ｂ              ☆  χ×（－９）÷a×ｂ÷（－６） 

 
  
 

 
１，次の式を、文字式の決まりに従って書き表しなさい。 

① ２÷ａ×ｃ         ② a÷ｂ÷ｃ×ｄ        ③ a÷３×ｂ÷ｃ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ a÷（－２）÷ｂ×ｃ     ⑤ χ×（－１）÷ｙ×ｚ     ⑥ a÷（－３）÷ｐ×（－４） 
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